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本稿は別に執筆した論文「地方における初期社会主義の活動」（金沢大学
経済学会『経済論集』第21号，1984年３月刊）とワンセットのものである。
紙数などの制約から２つに分けたが，本稿は研究史の整理を主題としている
ので，研究ノートとした。まず初期社会主義研究の概要を把握したうえで，
筆者なりに日本の初期社会主義の定義を試みてみたい。それを前提として，
中央レベルあるいは東京平民社ではなく，地方において活動した初期社会主
義者の諸研究の現状を紹介することにしよう。したがってこのような作業の
一応の結論ともいうべき諸点は，前掲の論文も含めてご理解願いたい。
Ｉ初期社会主義研究の課題
日本の初期社会主義に関する研究はぼう大な分量のものとして蓄祇され，
今日にいたっている。その研究進展のひとつのバネに大逆事件再審請求があ
った。その証拠リストが戦後の研究水準をそのまま示しているともいえよう。
またそれは幸徳・堺・片山といった初期社会主義の代表的な人物論であった
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り，平民杜の運動史であったり，運動の分裂史あるいは社会主義政党史とし
て数多くの業績にまとまっている。さらに外来思想の受容といった思想史上
の問題からのアプローチもある。そうした初期社会主義研究の全般的な総括
をここでおこなうには，その能力の面で筆者は欠けている。
筆者が初期社会主義に関して何がしかの研究を試みようとした動機は，松
沢弘陽ｒ日本社会主義の思想』を読んだことにある。とくに１章「明治国家
体制と社会主義」（原題は「明治社会主義の思想｣)にある種の啓発をうけた。
そのことから初期社会主義をこれまでとはやや違った視角から見てみようと
考えいまだその作業の－段階でしかないがｂここでその研究史上の位置づけを
しておきたい。ひとことで言えば松沢は初期社会主義にかかわった個々の人
物，個々の運動ではなくそれは明治の社会主義としてその総体を把握する試
みをしていると理解した。したがって初期社会主義者の世代論をやっている
のであると思うし，それとは別に明治国家体制の構造とかかわって諸思想を
整理していると考える。そうした研究過程の中では当然であるが，松沢が中
央の初期社会主義の運動だけでなく「明治社会主義の地方社会における分布
やその活動」ｍの分析の必要性を認識したことにも注目したい。筆者の問題
関心の直接の動機はここにある。いまひとつ現実の社会主義運動状況とも関
連する興味も内在的にはあるが，それは行論の中で副次的に述べるにとどめ
る。
ところでこのような問題関心の前提に初期社会主義をどのように把握すべ
きか，という課題もあることは言うまでもない。そのことを若干検討してお
く。初期社会主義というものを要約的に説明したものはこれまであまり見受
けない。松沢が明治社会主義と言い，ほぼ無批判にそれを筆者は初期社会主
義におき換えているが，両者の相違もきちっと問題にされてはいない。『日
本近現代史辞典』（東洋経済新報社，1978年４月）の中でも，初期社会主義
の項目はない。わかりやすい内容説明という観点から，歴史講座類の中で該
当する部分をとりあえずピックアップして，検討してみることにしよう。
川村善二郎は『日本歴史講座』（５．近代の展開，歴史学研究会・日本史
研究会編，東京大学出版会，1956年11月）の11章で，「初期社会主義」とい
う論文を執筆している。そこで初期社会主義の成立について「世界のそれと
同じように，資本主義の発展とプロレタリアートの成長を前提として，資本
主義の諸矛盾〆すなわち有産者と無産者，賃銀労働者と資本家の階級対立，
そして生産における無政府的状態などの，認識と批判からうまれてきたもの
である。そして，理論的には，啓蒙思想・自由民権思想の論理を，徹底的に
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拡張し深化したものをうけついでいる｣(2)と定義している。１８９７（明治30）
年以降の労働運動の展開と関連させつつ，平民社の反戦運動を軸に日露戦後
の初期社会主義の分裂と大逆事件まで具体的な叙述をおこなっている。初期
社会主義の概説の基礎となる論文といえよう。
続いて同様の企画の「講座日本史』では大原慧が「労働者運動と初期社会
主義」の部分を担当している。大原は「労働者・社会主義運動のこの時期に
おげる具体的な歴史的展開については」，前掲の川村論文にまかせるとして
「社会主義思想の受容の特徴｣(3)に焦点をしぼって分析した。そこでは片山・
幸徳をとりあげ，「二人は明治の社会主義思想・運動を代表する中心的指導
者であったばかりでなく，その思想受容の仕方や運動のすすめ方も対照的で
あった｣(4)と述べている。大原は論文名には使いながら論文中では，明治社会
主義という用語を使い，初期社会主義という用語はさけているように思え
る。最終節は明治社会主義の終焉となっており，大逆事件で稿をおえている
点は川村と同様である。
岩波講座『日本歴史」ではどうであろうか｡旧版（現代1,1963年１月）隅
谷三喜男「社会運動の発生と社会思想」の中で社会主義運動の展開を論ずる
部分がそれに該当する。隅谷も社会主義思想の導入を問題にし，その当初の
思想の混沌とした状態を述べてはいるが，それらを初期社会主義とは必ずし
もしていない。内容的には社会主義の形成と展開の過程を要約的に整理した
ものとなっている。
新版（近代４，１９７６年12月）では「初期社会主義」の章が独立し，飛鳥井
雅道が書いている。飛鳥井は「日本の初期社会主義は，１９０３（明治36）年末
ごろまでと，それ以後とでは，正反対の局面をしめしている｣(5)と見る。それ
は社会正義から戦争の問題へテーマがかわったからだとし，平民社に対する
弾圧と社会主義者の孤立化の中での彼らの思想性を間うている。飛鳥井は19
03-10年を一区切とし，そこにおける「秋水的な志士仁人的発想を，片山潜
的な日常の論理一本槍より高く評価する｣(③という飛鳥井ならではの手法で明
らかにする。たしかに幸徳の思想が初期社会主義の頂点としての意味をもっ
ていたことは認めよう。しかしその一方で，片山が設立せんとした「平民協
会」の綱領に「憲法治下に於て社会主義の実行を努む」，「国家産業の基礎
を強固にすることを勢む」とあることをとらえ，「社会主義がいかなる形態・
様式によってであれ権力の移行を目的とする以上，片山がもはや狭い意味の
社会主義から離脱したことを物語っている｣(7)と指摘する。とすると日本社会
党がその党則に「国法の範囲内に於て社会主義を主張す」とし，そこに幸徳
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も加っている事実をどう評価するのか。すくなくとも片山をこのように斬る
とすると，初期社会主義は幸徳とその周辺の人びとに限定されてしまう。初
期社会主義をそのように狭い範囲のものとして，筆者は理解しない。ただ次
の２点は飛鳥井の論文から学びたい。1903年の民衆の定義と彼らの反権力思
考に初期社会主義が一定の指導的役割を発揮したこと,(8)さらに大逆事件では
なく，「明治社会主義の現実の中での機能は，すくなくとも､，1907年の日本
社会党大会以後の分裂のなかで，完全に失われていた｣(9)と見る点である。
永井義雄は岩波講座『世界歴史」（近代５）で，英仏独の初期社会主義を
視野に入れてその対象と特徴を次のように把握している。まず「ここで『初
期社会主義」というのは，資本主義が総体として自己を明確にする時期，す
なわち産業革命の開始期もしくはその過程において，資本主義にたいして，
単に部分的改良にとどまるのでなくして，その重大な基本原理の変革を意図
した思想，またときには資本主義とはまったく原理をことにするくつな社会
形態を構想するにいたった思想をいう｣(ICOとする。その共通の特徴は現存秩
序の変革主体が労働者階級であると認識されていないこと，多少とも空想的
な側面をもっていたとしても，かならずしもそれは，反動的な役割を演じて
いたわけではないこと，世俗的ななものであり，宗教が否定されないで容認
される場合でも，未来社会における宗教のあり方が批判的に検討されている
こと，であるとする91）そう指摘したうえで，「それはなお，経済学におけ
る重商主義のように，内容の規定がほとんど不可能なほど，多様性にとんで
いる｣(12)ともみるのである。
以上の諸見解に学びながら，初期社会主義を次のように当面理解しておく
ことにしよう。一般的には産業革命期において資本主義の変革を意図したさ
まざまな思想であると把握する。そして日本の産業革命の特殊性とも関連し
て次のような特徴（あるいは限定）を付け加えなければならない。
第１にこれは共通性をも有するが，資本主義の変革の主体が労働者階級で
あることの認識を欠いていたことである。第２に日本の初期社会主義の展開
期を1900年代とみるが，その時期の科学的な現状分析能力に欠けていたこと
である。1900年代を筆者は帝国憲法体制確立後の天皇制支配の下での資本主
義確立期と考え，さらに帝国主義体制への移行期ともみるわけであるが，天
皇制支配ひとつをとっても現在迄論争があるように，まして同時代において
は科学的分析以前の段階にあったとさえいえる。第３に初期社会主義がおお
むね外来思想であり，在来の思想ともかかわって受容され，変容した点であ
る。初期社会主義思想自体もさまざまな思想系譜をもっていたことは周知の
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とおりである。第４に，したがって初期社会主義者自身も社会主義，社会改
良主義といったものの位置づけに混乱をおこしている。しかし現在のわれわ
れもが引きずられて，この三者を混同したり，厳密に区分しすぎてはならな
い。初期社会主義は社会主義へたどりつくために必要な第１段階のものと考
える。第５にこの初期社会主義の段階の時間的終期はいつか，という点があ
る。大逆事件が通説であるが，飛鳥井が言う様にその歴史的意義は1908年頃
には消滅しかけている。しかしここではより明確なものとはしないでおく。
それは社会主義の（通説では大正社会主義の）成立の仕方ともかかわるから
で，そこに言及する際に確定しよう。
ところでこのように日本の初期社会主義を理解すると，飛鳥井の批判を再
論せざるをえない。飛鳥井の幸徳論がその頂点にあったことの分析とすれば
支持できるが，幸徳の思想をもって初期社会主義の総体とすることは断じて
できない。資本主義の矛盾（例えば戦争，鉱害，貧民問題）に直面し，それ
をもたらす諸政策に対する即時的な批判と行動もその一翼をになっていた。
変革の過程まで思い至っていなかったとしても，非人道的な資本主義の諸矛
盾に対決する思想，これは－面では社会改良主義とも言えるが，それらを含
めて理解しないわけにはいかない。科学的社会主義が明確となる以前に，社
会改良主義をあまり厳密に独立させることには賛成しかねる。
初期社会主義は「多様な人々の多分に混沌たる諸思想がそれを緯るいわば
星雲状態にあり，この状態のうちには多様な発展の可能性が孕まれていた｣('3）
ものとみる松沢の見解に同意する。こう見ることによって，短時日ではあっ
たが地方で開花した初期社会主義者の活動に陽が差すことになる。筆者が初
期社会主義を社会主義にいたる第１段階であり，巾広い変革思想の枠で考え
ようとするのは，このことが念頭にある。それを先行の森山誠一(旧姓吉実）
の研究を介して表現すると「中央拠点で始まった運動が，地方の人々にどの
ように受け容れらたか，あるいは受け容れられなかったか，つまり中央から
地方への運動の広がり深まりを研究すること」なしには，「その運動に対し
て正しい総括的評価を下しえないだろうからである?⑭。私見を付け加えれば，
地方の活動の芽を中央が正当に評価し援助すれば，運動の可能性はより大き
な拡がりをもったと思われる。このような地方の団体の活動の全体を見わた
す作業をつうじて，初期社会主義の歴史的意義というものを再評価してみる
必要がある。本稿はその手始めとして地方の初期社会主義に関する研究動向，
現状を整理してみることにしたい。
－３３－
金沢大学経済学部論巣第４巻第２号１９８４．３
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前述した様に，中央レベルのそれとはことなったところの地方における初
期社会主義研究を検討する前提に，その対象がどの程度存在していたのか見
ておく必要がある。それは当面ふたつの点に限定するが，まず社会主義者の
府県別の人数と，ついで各地の初期社会主義の諸団体の動向に関してその大
要を把握する。
第１表府別別社会主義者数（1914年６月現在）
注）ｒ特別要察人状勢一斑』第４より作成。
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第１表は内務省警保局の調査になる「特別要視察人状勢一斑』から作成し
たものである。これは明治期の『社会主義者沿革」の続篇をなすもので，大
逆事件後，内務省が全国にどの程度の数の社会主義者が残存していると考え
ていたかを知る手がかりともなる('5％表中の準特別要視察人とは｢多少疑ヲ容ル
ベキ事情アリ」とその凡例中に注記されているが，くわしい内容は不明であ
る。いずれにせよ，社会主義者及びそのシンパの府県別の人数の動向を示す
ひとつの資料である。
「社会主義者沿革』にも同様の資料が掲載されているが，その数的な傾向
に大差はない。しいて言えば総数が1908年460名，1909年532名，1911年1975
名であるのに比し，1914年は1289名となっている。また1914年は東京がそれ
以前にくらべて大巾に減少しており，その分地方に社会主義者が分散してい
ることになる。単純に20名以上社会主義者が存在する府県を北から列挙する
と，北海道，岩手，宮城，福島，茨城，群馬，千葉，東京，神奈川，長野，
岐阜，静岡，愛知，三重，京都，大阪，和歌山，兵庫，岡山，広島，山口，
高知，福岡，長崎，熊本の25県となる。
さて次に初期社会主義者がどのようなグループを作って活動していたのか，
見てみることにしよう。「労働世界｣，「週刊平民新聞｣，「直言｣，「光｣，
「日刊平民新聞」，「大阪平民新聞」（のち「日本平民新聞｣)，「週刊社会
新聞」といった明治社会主義各紙の中の同志の運動等の欄に登場し，その活
動内容がある程度判明している諸団体を同じく北から列挙すると以下の通り
である（このうち特徴的な活動をおこなっているものに◎を付しておく)81`）
◎札幌平民倶楽部(北海道)，函館平民倶楽部(同），◎小樽平民倶楽部（同)，
室蘭平民倶楽部（同），◎弘前労働協会（青森），◎杜鵤会（同），◎黒石
社会協会支部（同），◎火雲会（同），◎大條虎介平民読書会（岩手），象
潟社会主義研究会（秋田），◎山形平民倶楽部（山形），◎鶴岡社会主義研
究会（同），佐沼町革新同志会（宮城川福島社会問題研究会（福島），紅
血会（同），水戸平民新聞読書会（茨城），焔会（同），◎下野同胞会（栃
木），◎両毛同志会（栃木，群馬），◎東北評論社（群馬），高崎上毛直言
読書会（同），上毛（前橋）平民倶楽部（同），伊勢崎社会主義読書会(同)，
名和村読書会（同），◎高島村読書会（同），◎北総平民倶楽部（千葉），
日本社会党千葉支部（同），羽田社会主義研究会（東京），麦粒会（同），
愛人社（同），◎横浜曙会（神奈川），横須賀平民社（同），隣人会（同)，
◎長岡社会主義茶話会（新潟），相川・土曜会（同），金沢直言読書茶話会
（石川），◎信渡社会主義研究会（長野），上田社会主義談話会（同），小
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諸社会主義研究会（同），◎諏訪社会主義研究会（同），◎三岳村社会主義
研究会（同），神川村読書会（同），岐阜平民会（岐阜），飛騨読書会(同)，
◎名古屋社会主義研究会（愛知川◎参陽社交倶楽部（同），◎京都平民倶
楽部（京都），丹後平民倶楽部（同），◎葵同志会（同），縦横社（同），
◎大阪平民社（大阪），◎紀州田辺社会主義研究会（和歌山），◎神戸平民
倶楽部（兵庫），豊岡町読書会（同），◎岡山いろは倶楽部（岡山)，岡山．
社会新聞大阪平民新聞読書会（同），広島同志会（広島），平民新聞読書会
（鳥取），社会主義同志会（島根），◎下関社会主義研究会（山口），◎土
佐平民倶楽部（高知），福岡平民新聞読書会（福岡），門司労働協会（同），
◎九州社会主義協会・柳１１’（同），佐賀社会主義研究会（佐賀），長崎社会
主義研究会（長崎），血星団（同），◎有明倶楽部（熊本），◎熊本評論社
（同），九州社会倶楽部（宮崎），鹿児島平民倶楽部（鹿児島）の71団体で
ある（このうち◎を付したものは32団体)｡このほか活動の形跡がわずかでも
確認しうるものが25団体ある。筆者が現在までに初期社会主義の団体として
存在したと考えるのは以上96団体ということになる97）
さて，この特徴的な初期社会主義の活動の確認ができる20県と先程の社会
主義者がある程度存在した25県とを県名を重ねあわせると，社会主義者がい
るにもかかわらず，特徴的または有意義な活動を行いえなかった県は，宮城，
福島茨城，岐阜，静岡，三重，広島，長崎の８県にすぎない。それ以外の
諸県，いちいちその県名は記さないが，それらにおける初期社会主義の研究
状況はどのような段階にあるのか，ぜひとも検討してみる必要がある。
ところで，初期社会主義の研究全体をみてみると，研究内容は次の２つに
大別できる。そのひとつは初期社会主義者の研究，あるいは各社会主義者の
初期の段階の研究といった人物論，思想研究の流れである。他は前述の明治
社会主義各紙とそこに表われる直接行動・議会政策両派の研究である。いず
れも主に中央レベルの個人又は団体の研究が主体であることは共通している。
これを地方レベルの研究に置き直した場合，次の共通した内容となって表わ
れる。それは明治社会主義新聞に報道されている各地方及びその関係者の記
事を抜粋し，地方における両派の存在の確認，そして地方での活動を伝道．
演説会の動向によって再構成する，といったものである。各県版の運動史の
類に一部そうした研究成果を見ることができる。
１例をあげると渡辺惣蔵『北海道社会運動史』（レポート社，1966年５月）
がある。戦前の北海道の社会運動の概要を約４００頁でまとめた好著である。
そのうち10頁余，３項を大逆事件までの初期社会主義にあてているが，「平
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民新聞読者会と社会主義者の活動」の項は「週刊平民新聞」の抜粋である。
もう１例，労働運動史の研究の中のものをあげよう。『兵庫県労働運動史」
（戦前編，同編さん委員会，1961年７月〉は第１章第３節のうち１項を「初
期の社会主義」とし，２頁ほどの叙述をしている。これも新聞が基本資料で
ある。
いずれも1960年代の研究であるが，地方の活動に関してこれらの運動史類
の叙述はその後の研究の土台部分を提出したものといえよう。その後資料の
発掘や新しい観点からの分析がすすみ，今日迄にかなりの分量が蓄積された。
前述したところの代表的な諸県のうち，私がこれまで承知しているのは次の
13県（岐阜は代表県の中に入ってはいなかったが）分である。北海道，青森，
岩手，山形,栃木,群馬，千葉,神奈川，長野,岐阜,愛知,兵庫，岡山である。
これらの県に関する新しい研究，新聞資料以外の資料と分析のおこなわれて
いる研究について，紹介と若干の私見を述べることにしよう。
、主要な地方の初期社会主義研究
前掲の諸県の順にその研究を検討し，本稿の課題をはたすことにしよう。
機械的に北から検討するため，最初が例外的なものとなる。北海道では小
池喜孝の『平民社農場の人びと』をとりあげる。小池は近代北海道の民衆史
を掘りおこす第一人者であるが，その一連の仕事の一部をなしている。地方
の初期社会主義の活動として例外的事例だと考えるのは，それが必ずしも団
体を結成してはいないからである。しかし「北海道に開拓農場をたて，そこ
を拠点に社会主義を伝道（宣伝）する9帥という目的に共通性があるのでとり
あげた。この計画立案者は静岡３人組と呼ばれる原子基，渡辺政太郎，深尾
詔である。「週刊平民新聞」の投書を通じて知りあった３人は，地方伝道行
商が弾圧によって失敗し，この計画に転身した。いわば屯田事業であるが，
参加者の出入があったものの1905（明治38）年夏から２年半継続した。北海
道の自然環境は予想以上に厳しく，開拓に追われて当初の農村伝道というね
らいは必ずしも充分にははたせなかった。小池の研究の意義は従来不明であ
った平民農場の実態を明らかにしたこと，とくに原子基の人物像にスポット
があてられたことにある。後述するが農民対象の初期社会主義活動の貴重な
事例となる。
青森県は必ずしも社会主義者が多くはなかった（1909年６，１９１１年６名一
ｒ社会主義者沿革』より)｡にもかかわらず，４つの特徴的な活動をすすめた
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団体を有している県である。弘前労働協会はキリスト者・小市民層を会員と
し，杜鵤会の中心メンバーは医師で，いずれも地方都市の初期社会主義の典
型の１つである。黒石社会主義協会支部は「労働世界」（第６年第４号，１９
０２年３月３日付）に報道され，もっとも早く団体結成をしたものである。火
雲会は海軍の大湊要港部内に設置された。
これらの活動は青森県労政課編『青森県労働運動史』（第１巻，1969年３
月）に叙述されている。本書は県労政課の編さん物であるが，明治・大正を
もって１巻(700余頁)とし，内容も充実したものとなっている。これと同類
は兵庫（1961年刊），島根（1981年刊）の２例ぐらいである。
『青森県労働運動史』は第２章「明治後期の社会主義と労働運動」に１５０
余頁，全体の２割の分量をさき，とくに片山潜の青森県とのかかわり('帥の部
分及び弘前労働協会，火雲会の分析が注目される。
弘前労働協会はキリスト者を中心に組織されたこと等は各紙で確認できる。
当会を代表する笹森修一の動向まで含めると，「週刊社会新聞」（第24号，
1908年11月10日付）では1908（明治41）年末迄チェックできる。本書はその
後弟の修二等の作った社会主義研究グループｒパザロフ会」への継続と，そ
の会の大正中期迄の活動を伝えている。地方において活動がもっともおそく
まで続いた好例である。火雲会は横須賀平民舎の活動家桜井仁八によって組
織された。桜井は横須賀海軍工廠の技術下士官で，大湊要港部に転属させら
れてきた。「直言」に「光栄ある左遷の旅｣（２巻21号，1905年６月25日付）
と寄稿している。そして３ヶ月後，要港部の労働者と共に｢火雲会の旗挙げ」
（｢直言」２巻32号）に成功している。他地へ転じて組織を作り直した点では
森近運平(岡山いろは倶楽部～大阪平民杜)に似ているが,桜井は労働運動の
指導者として以降活躍する。１９０６（明治39）年１月，大湊要港部付属の海軍
修理工場の労働者100名余は賃上げを要求してストライキをおこなうが，そ
の背後に火雲会・桜井が存在したという本書の分析には説得力がある。さら
にそのストの翌年に就職した労働者の聴き取り資料を載せているが，それは
地方の工場のストの様子を伝える数少ない資料として，利用価値を有する。
岩手県では，菅原芝郎「辺地の赤ひげ先生大條虎介FD)を紹介しよう。大條
（おおえだ）は幸徳と書簡をやりとりし，初期社会主義にかかわっていた様
子を示しているｄ大條の活動あるいは立場が重要な意味をもっているのは次の
点からである。第１は農村部において医師という社会的立場を利用しつつ社
会主義の啓蒙をすすめたことであるf')第２は大逆事件に巻き込まれ，そこか
ら危うく難を逃がれていく過程をもっている点である。前述した大正期の要
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視察人の多くは大條の様な体験をもっていたであろうが，これまでそれは日
の目を見ることは少なかった。本書はこの２点をある程度具体的に描きだす
という功績をはたしている。著者は大條と同じく医師であった。
山形県にはこれまで労働運動・社会運動史の研究蓄積がとぼしい。『山形
県史』近現代史料２（1981年２月刊〉に「社会運動」の項を見る程度である。
その中で小冊子ではあるが，佐藤善夫『ものがたり山形県社会運動史』（前
篇，1946年６月）は希少価値以上のものをわれわれに提供してくれる。後篇
は出版されていない様で，110頁余の分量であるが，１０数頁を初期社会主義
の叙述にあてている。ここには数多くの初期社会主義者が登場する。
鶴岡新聞社の笹原定次郎を中心に鶴岡周辺で彼の影響をうけた人物として
野尻義孝，佐藤政吉（早稲田卒業），相馬治太郎をはじめ11名の名前が並ぶ。
又同じく山形市で笹原に協力した庄司万太郎，小松謙輔の他３名，北村山郡
楯岡町では伊藤慶助をはじめ４名を数えることができる。以上の中には富樫
千代江，高橋リンの２名の女性も見える。笹原はさらに秋田・象潟社会主義
研究会にも出向いて，独自の地方伝道をすすめている。
鶴岡出身の笹原は早稲田専門学校時代に安部磯雄の教えをうけていた。帰
郷後キリスト教の伝道と新聞をつうじての社会主義の啓蒙に意欲的であった。
これは地方都市での初期社会主義活動の代表例であるが，それにしても笹原
の活発な行動力は「東北地方のホープT2)という形容がふさわしい。こうした
笹原の姿を描く本書は，「ものがたり」の域をこえているといえよう。
栃木・群馬両県の初期社会主義者は「両毛の同志に告ぐ(和田英吉)」（｢週
刊平民新聞｣第47号,1904年10月２日付）にある様に，早くから地域的連合活
動を志向していた。そこには足尾鉱毒という共通テーマがあったからであり，
共有の環境，産業（絹織物業地帯）が存在した。そこで両県にまたがる団結
した活動が展開しえた。その研究及び資料を紹介する。
田村紀雄の『明治両毛の山鳴り」は以上の点に注目した，ユニークな研究
書菖である。両毛の民衆，民衆運動とそれに影響を与えた人物，，思想をとりあ
げて，全体は９章の構成となっている。そこにはこの地域の性格から農民が
登場し，鉱毒問題が重きをなしている。さらに若き日の片山潜が学んだ森鴎
村と鴎村学社，佐野の思想家柏木義円とその非戦論によってキリスト教社会
主義を啓発した『上毛教界月報』も研究対象となっている。初期社会主義を
直接のテーマとしているのは最後の８．９の２章である。
８章は「両毛社会党の成立と崩壊」というタイトルになっているが，「東
北評論」と「このメディアを通じて結集した両毛社会党というあるかなしか
－３９－
金沢大学経済学部論巣第４巻第２号１９８４．３
の運動」を発掘するという、探検似上に困難な仕事ｻﾞｮ)をおこなっている。
まず両毛地域における社会主義者の存在と活動を点検し，それがH)前橋市周
辺（伊勢崎を含む），（ﾛ)安中と群馬郡，（')太田・足利間の渡良瀬川扇状地，
そして(=)佐野町周辺の４つのまとまりがあるとする。(ｲ)は高畠素之を中心と
した「東北評論」のグループ，（ﾛ)は長加部寅吉，安中教会の牧師柏木義円ら
のグループ，㈹は高島村の築比地仲助を中心としたグループ，目は下野同胞
会である。この章では，下野同胞会の分析が大変興味深い。それがたんに思
想レベルの集団形成だけでなく，経済・生活レベル，地縁・血縁レベルにも
依存してできた結合であるという点は農村部の活動を考える場合，見逃すこ
とのできない観点である。
（ﾛ)は９章で詳述されている。長加部寅吉が「地域社会にとけこんだ草の根
の社会主義を志向Y4)していた姿をあきらかにしている。
両毛同志会の代表の１人，築比地仲助には回顧録がある噂）地方の活動家
の中央との結びつきを知るうえで参考となる。このほか富沢実『群馬県社会
運動物語」（労働旬報社，1968年５月）も読みごたえがある。
『千葉県労働運動史」（労働旬報社，1967年10月）には初期社会主義に関
する叙述がほとんどないので，個別論文であるが，神尾武則「明治期におけ
る千葉県の社会主義運動と北総平民倶楽部」を検討する。明治社会主義各紙
から綿密に関連記事をひろい出しており，その他「千葉毎日新聞」はじめ地
方新聞と若干の調査資料がつけ加えられている。「北総平民倶楽部は千葉県
における明治社会主義運動の中核的存在であった『のことはまちがいない。そ
の活動内容を演説テーマから推測すると他団体とやや様相を異にしている。
図書館，義務教育問題があり，国体，国家の概念あるいは増税問題がある。
また町村会，地主・小作人の紛擾，小作同盟についてといった演題もある。
「そのメンバーが他の地方結社のように商人，学生，吏員，事務員ではなく
「大部分農民ｊであったという点では特異な存在であった」とする神尾の分
析には同意する。さらに「その場合，農民の階級的性格，社会主義思想の受
容形態がどのようなものであったかが問われなければならない?刀という問題
提起も賛成であるが，この論文では果たせていない。筆者は上の２つの課題
を地方団体において分析するのは仲々困難だと考える。活動内容・状況を知
りうる資料をできる限り新聞・手紙類等から探す努力を期待する。
神奈川県には『神奈川県労働運動史（戦前編）』と『神奈川県史』資料編
（1977年３月）近代・現代(3)第２編の中に「初期社会主義運動」の節がある。
前者は20頁余で初期社会主義を簡潔に叙述しており，横浜曙会とその関係者，
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大逆事件と内山愚童，その他の社会主義者をとりあげている18)曙会関係者
林省三の記述は他にない。内山についてはその後の研究が大きく進展した。
後者は明治社会主義各紙に登場する県内関係記事をていねいに集め，「横浜
貿易新聞」・「貿易新報」等で補足している。
神奈川県の初期社会主義とその時期の労働運動に関しては斎藤秀夫の一連
の労作がある。(ｲ)「｢平民新聞』と横浜平民結社」（『郷土よこはま』９号），
回「大逆事件前後」（同前１０号），しＭ明治後期の労働者運動｣（同前11号)，
(二Ｍ冬の時代の労働者運動」（同前15号)，㈱「田中佐市小伝及び日記抄」
（同前23号），円「県下キリスト者の非戦運動」（同前５９．６０号）である。
(ｲ)は曙会の成立過程とそれにかかわった数多くの社会主義者の行動が明らか
にされている。(ﾛ>は曙会活動家の吉田只次の回顧録で「あけぼの会は政治運
動を背斥しましたから，日本社会党には入りませんでしたし，直接行動論に
も，議会政策論にも組せず，理論一点ばりでした」（11頁）と吉田は述べて
いる。ｈ，（二)では労働運動を論じつつ，「分裂し孤立させられたまま弾圧と
抵抗をくりかえしていた」（16頁）社会主義者の動向にもたえず気を配って
いる。㈱は曙会幹部の田中佐市の略伝として貴重である。とくに「曙会が米
騒動を契機として解散したこと，その後一年近い空白の後，翌年五月二六日，
大杉らの力で横浜に労働問題研究会が開かれ」（23頁）たこと等は今後吟味
を必要とする。(へ)は鉱毒被災民救済運動によって目ざめたキリスト者が非戦
運動にかかわり成長していく様子を分析している。
次に長野県を考察する。長野には大小あわせて９つもの団体が存在し，と
くに村単位の団体の活動が目につく。しかし全体的な研究は必ずしも豊富で
はなく，最近ぼう大な県史刊行の計画が公表されたが，社会運動の巻は本年
の刊行予定となっており，研究途上であろう。その中で青木恵一郎『長野県
社会運動史』（巌南堂書店，1963年４月）はこの類の中で先駆的で立派な内
容を示している。少ない頁数ながら信州の社会主義の多くの団体を視野に入
れている。農村部ではあるが，新聞の影響力が強くまたキリスト者の役割も
大きい。今後の研究が必要だが『長野県の百年』（山川出版社，1983年４月）
では神川村，上田等に新しい知見が加えられており，前述の県史に期待する。
愛知・岐阜に関しては「大逆事件の周辺』がある。「平民社地方同志の人
びと」というサブタイトルが付き，静岡・愛媛の部分も含まれている。名古
屋社会主義研究会を中心とした愛知県の運動の概要はすでに斎藤勇ｒ名古屋
地方労働運動史』（明治・大正篇，風媒社，1969年11月）にある。
内山愚童の研究をすでに刊行している柏木隆法は『大逆事件の周辺」の中
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では愛知の部分を担当し，名古屋に関しては石巻良夫・矢木鍵次郎，三河地
方に関しては海軍の社会主義者佐竹玄底らを中心に叙述している。名古屋社
会主義研究会は「運動の構成員は労働者階級の者は少なく，ほとんど新聞記
者であったY，)という特徴をもち,演説会主体の啓蒙活動をすすめ,典型的な都
市型の活動をおこなった。そうした中で柏木が石巻にとくにスポットをあて
るのは理由がある。大逆事件の連座を免力くれた後の石巻を「『挫折者｣であっ
ても「転向者」ではない」と見るからである。「堺の言葉を引用して，大逆
事件から連累を逃がれた人びとを『軽薄な連中」と決めつけるわけにはいか
ない」とも言う。そして本書を「初期社会主義運動に関わり，いつか力尽き
て戦線を去った人びとの列伝To)と位邇づける。その意味では初期社会主義の
歴史的意義をそこから遠ざかった人物から逆説的に考えるという問題題起と
なっていると考える。
この観点は岐阜県編にも共通している。それは「勝精と岐阜平民会の人び
と｣，「沢田穂束と鎮守の森の非戦集会（飛騨)」の２つの章から成っている。
岐阜に関しては岐阜県社会運動史編纂委員会編『岐阜県社会運動史』（1971
年１月）があるが，県内の動きはほとんど叙述していないので参考とならな
い。
上述の２章に登場する勝にしる沢田にしる岐阜，飛騨の地域にとけこんだ
形で一時期，輝くような社会主義の活動をくりひろげた。その実像を明らか
にした功績は評価される。ただ彼らがどのような経緯から社会主義に接近し
たのか不明である。アプローチの仕方と離れていく過程との関連を間うてみ
たい，と考えるのは筆者だけではなかろう。
「兵庫県労働運動史』については前述したが，新たな企画で編さんが開始
されているようである。ここでは小野寺逸也「神戸平民倶楽部と大逆事件｣，
酒井一「大逆事件と神戸T】)の２つの論文をとりあげる。小野寺論文は神戸に
おける初期社会主義の運動の創生から展開の過程を実証している。神戸も典
型的な都市型の性格を示し，活動をくりひろげた。地方の団体の分析は既に
述べたように大半は新聞記事を資料としておこなわれる。したがって記事が
多い成立過程は割合よくその事情を知ることができる。地方の場合，他に傍
証の資料が乏しいので，とくに弾圧をうけ活動が沈滞していく過程ははっき
りしない。新聞への投稿も当然減少又は消滅してしまうからである。明治社
会主義各紙の状況から推定すると，記事の量は1909（明治41）年になると目
に見えて減少してくる。そして翌年にかけて各地の活動は弾圧によって身動
きできないほどのものとなった。小野寺論文の有用性は「官愈による取締り
－４２－
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の強化F幻の実態がある程度分析されている点にもある。酒井論文には兵庫県
下の初期社会主義者の氏名が数多く載っている。
最近『森近運平研究基本文献」（上・下，同明舎出版，1983年２月）が出
版された。まさに基本文献で，森近に関する研究の進展が期待できる。その
解説は森近の伝記にもなっている.解説を執筆した森山誠一は前掲の２篇か
ら成る「地方におけるｒ平民社」運動」では具体的な対象を岡山いろは倶楽
部におき，研究を提出している。ここで森山の森近諭の原型はでており，い
ろは倶楽部の分析もあることから，森山論文を紹介することにしよう。
森山のいろは倶楽部の検討の中で興味深い点をひろい出すと，成立期の会
員の分析が詳細である。職業だけでなく，年令別の構成まで立ち入ったもの
は他にはない。また地方の主要な団体にふさわしい活動状況を適格に実証し
ている。そこでの森近の奪闘の役割が大きかったにもかかわらず，大阪転出
後も活動が継続している。しかし中央において運動が分裂するや，「中心的
活動家であったクリスチャンの和栗雄二郎が，運動継続の熱意を失うｻﾞ)に至
ってしまった。
森近運平は岡山県立腱学校をへて，岡山県庁の農政官吏という立場にあっ
た。森山の最近迄続く森近諭の骨子は初期の「社会主義者の多くがキリスト
教を経て覚醒していった経歴をもった中で，そうでない事例を示すことにな
るだけでなく，ｒ実学』型インテリゲンチャの社会主義への接近の先駆的事
例をも示すﾂ4)という所にある。この観点に筆者も同意し，森近と同タイプの
事例を他で検出しておいた?s)「基本文献」によって，その内容は充分確認で
きる。
さて以上簡単にみてきたことでもわかる様に，地方における初期社会主義
の最近の研究は一律でないとしても，部分部分でいくつかの成果をあげてい
る。どちらかといえば東日本にやや偏重しているが。今後も独創的な視点で，
資料の発掘と分析の進展が期待できる。
ところで本稿においてもかなり多くの地方社会主義者が登場したが，それ
ぞれの研究を含めるとその総数はかなりのものとなろう。しかしｒ日本社会
運動人名辞典』（青木書店，1979年２月）にはその名前はまったくといって
いいほど掲載されていない。昭和前期の地方活動家はある程度登場している
にもかかわらず，である。こうした辞典の編集の困難さは承知の上で，あえ
て苦言を呈したい。
その経歴が判明している人物も多い。少くとも原子，笹森修一，笹原，築
比地，長加部，田中佐市，石巻が落ちているのは納得がいかない。その意味
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では地方の初期社会主義者はまだ正当な権利を与えられていない，と言わざ
るをえない。
（1984年１月19日成稿）
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